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セ ン タ ー 長 辞 任 に 際 し て

高 田 勝*

昭和47年 以来,2期 に わたる任 を終 えるに あた り御挨拶 を申し上げ ます.

この4年 を省み ます と,各 方面の御好意に甘 えて大過 な く過 させて戴 いた とい う一語に尽 きるよ う

で す.大 過 とい うの は己れ はなかなか気がつ きませ ん し,す ぐ露 見 もし難 い ことか ら,あ るいは後程

気のつ くことになるか も知 れませ ん.と にか く非 才の身で何 とか任 を終 え ることが 出来たのは,セ ン

ター運 営に当って運営委員会 や各種 専門委員会委員各位 の適切 な御指導御援助 を得 たこと,利 用者各

位 が忍耐 と寛容の精神 を以 って 自分 のセンター として愛用 され たこ と,そ してセ ンター内教職員 各位

の一致 した和 と努力 に負 うことと深 く感謝 してお ります.

こ こに利用者各位 の忍耐 と寛容の精神 と申 し上げた ことに 関 し,お 詫び を申 し上げ るとともに現 状

を述べ させて戴 きます.こ の繁忙期には需要 に応 じきれぬ処理能力 のため,ジ ョブ返却 が非常 に遅 く

な り多大の御不便 をおかけ しました.Aジ ョブで も10時 過 ぎに出す と夜か翌 日に しか もどりません.

C,Dジ ョブに至 っては数 日かか ることが多か った と思います.処 理能率の上か らソフ ト改 良の余地

もまだあ るとは言え,何 とい って も第七地区の守備範 囲の広いわ りには レンタル予算規模の少ない こ

とにあ ります.第 三,第 五地区の それは我 々の3倍 に もな ります.

因 み に東大セ ンターニ ュースに よ ります と,こ の1月 の繁忙期で も我 々のAジ ョブ程度で3分,全

ジ ョブ平均で も50分 位 で返却 されて います.同 ニ ュース7巻5号(昭50,5)に よれば,あ る利

用者 は1ケ 月 で何 と884件 処 理 し,ま たある利用者 は1人 で1ケ 月に13時 間50分 ものCPUタ

イ ム を使 うことが出来 ています.

都 会の人は忙 しいか ら数分 で処 理 して もらえ,我 々田舎 にい る者 は1日 かか ってよい もの で しょう

か.こ の ような研究環境 の格 差があ ってよい もので しょ うか.

我 々は何 も計算機 を湯水の如 く使いたいのではあ りません.1日 に多 くて2～3回 処理 して も らえ

れば よいと思 うのです.あ ま りに計算機に頼 りす ぎて思考 力の退化 を来 た してはな りませ んか ら.し

か し需要に見合 うシス テム増強の予算は残念 なが ら51年 度 も認め られ ませんで した.こ の実現の努

力は新 センター長にお願 いす ることに な りましたが,こ のために各方面の一層の御理解 と御協力 をお

願 い してやみ ません.

御 挨拶 とと もにセ ンターの窮状 を訴 えましたこ とをお許 し下 さい.

最 後に今一度,御 指導御援助 をいただいた各位 に厚 く御礼 を申 し上 げます とともに,新 センター長

の下,セ ンターの一層の御発展 を祈念致 します.

有 難 うございま した.

*前 大型計算機センター長,工 学部教授


